椎川流「公務員十戒」

〇　公務員である以前に、まず普通の人として皆から尊敬される人間になること

〇　常に、健康をチェックし、身体を鍛え、気力を充実させて、公務能率を上げられるよう心がけること

〇　自分が権限を持っていることを意識した上で、それを振り回すことなく、いつも謙虚に、国民、住民のために真剣に汗を流すこと

〇　自分だけの狭い世界に閉じこもらず、平日だけに限らず、勉強や人との付き合いは買ってでもし、自分の知識と人脈をひろげること

〇　自分の住む地域の自治会活動でも、ふるさとの地域おこしでも、趣味の国際交流でもいいから、なにか地域活動、ボランティア活動、NPO活動などをし、机の上の理屈を言うだけでなく、実際に身体を動かすこと

〇　常に、自分の周りの国民や地域住民の方々の声に謙虚に耳を傾け、自分の担当する仕事に工夫を加えて改革、改善に努め、スモールサクセスを積み重ねること

〇　常に、自分の仕事が、組織や上司のためでなく、直接国民や地域住民の方々のためになっているかを点検すること

〇　仕事から逃げることなく、責任を他人に押しつけることなく、自分のすべきことをきちんと処理すること

〇　失敗を部下のせいにすることなく、また、上司にこびることなく、自分の正しいと考えることをやり抜くこと

〇　理屈だけでものを言わず、自分がそう言われて実際にそれを実行しなければならない立場になったらどうかということを必ず考えてからものを言うこと
